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a、白水澗道 b、交河故城 c、高昌故城 (β寺、作坊、 α寺、 z寺、 m寺
【安周造寺碑出土確認できず】、 p寺【大谷探検隊のオツトセ・ヲゴル】
「三十人の児子 J W新西域記』上、 p.369)
d、台蔵塔【大谷探検隊のタイジャン・トラ】 (カラホージャ古墳群 1000
分の l実測図の三角点の一つ)) e、ベゼクリク千仏洞 f、 トユク
・マザール g、 トユク溝千仏洞 h、シルキップ i、ラムジン・オア









仏洞と西大寺)は、 1987年 10 月 3 日の『朝日新聞~ (大阪本社発行版第5面)
に掲載されている。また併せて拙稿「清末民初のウルムチ(迫化城)の景観と大谷探






















































論集』第351号、 1956年、 PP.99-101 同「大谷ミッション将来の版
画須大寧本生図について j W文化』第20巻第2号、 1956年、 pp.47-60)
。同写真版を見ると、仏典以外のものは、 168-180番の聞に分類・整理されて
いる。ちなみに、 168番は、建元 22年随葬衣物疏、 169番は延昌 40年随葬衣
物疏である。
またその他、大谷文書の中に、延寿元年 (624)6月の紀年をもっ、遠行馬価銭
の納入を命じた符に直接接合するものが認められること(大谷文書 13 1 0号と 14 
6 6号、同 1497号と 1501号、詳細は次号以降にて報告の予定)、またトゥル
ファン出土の敦僅文書中にも接合するものがあることなどを確認した(大谷文書33
6 7号と 3368号、荒川正晴「唐の中央アジア支配と墨離の吐谷海<上>ートゥル
ファン・アスターナ出土の豆慮軍牒の検討を中心として一 j W史滴』第9号、 198
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